
27

「質の高い在宅がん看護実践を創造していく看護師養成プログラム」研修
の長期的教育効果と教育支援の展望

－平成24年度から平成26年度の研修生への調査を通して－
庄司麻美 1)、橋本理恵子 2)、森本悦子 3)、藤田佐和 4)

(2017年９月27日受付，2017年12月18日受理）

Nursing Training Program Fostering High Quality Nursing Practices in Home Cancer Care
－Long-Term Effects of Educational Training and Approach towards Educational Support:

from a Study with Trainees between 2012 and 2014
Mami SYOUJI 1), Rieko HASHIMOTO 2), Etsuko MORIMOTO 3), Sawa FUJITA 4)

（Received：September 27. 2017, Accepted：December 18. 2017）

要 旨
本研究は、「質の高い在宅がん看護実践を創造していく看護師養成プログラム」研修修了生が修得した内

容を実践の場でどのように活用しているか、長期的な教育効果を明らかにし、在宅がん看護の質向上のた

めの教育支援の示唆を得ることを目的とする。修了生27名を対象に、看護実践における研修で得た学びの

活用状況、在宅がん看護における実践力の変化などについて、無記名自記式質問紙調査を行った。本研修

の長期的な教育効果として、修了生のがん看護実践力の向上に寄与し、学習への動機づけを高め行動変容

をもたらしていること、および本研修で習得した知識や技術が、修了生により所属スタッフや多職種まで

波及していることが明らかになった。在宅がん看護の質向上に向けて、調整役割の基盤となる能力の養成、

看護倫理や調整機能について実践に即した継続的な学習支援、修了生相互のネットワークづくり、および

困難感への対処を支える専門的な知識・技術の習得に関する教育支援が必要であることが示唆された。
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Abstract
This study aimed to understand how trainees are applying their acquired knowledge in nursing

practice and to elucidate the long-term effects of education. This study also aimed to obtain suggestions

for educational support in order to improve home cancer care.We targeted 27 trainees and conducted an

anonymous self-administered survey regarding the use of knowledge acquired during training in their

nursing practice, and the changes in practical skills in home cancer nursing care.The study revealed that

education has long-term effects on the improvement of trainees’ practical cancer nursing skills and
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Ⅰ．はじめに
平成18年に制定された「がん対策基本法」に基

づき策定されたがん対策推進基本計画では、がん

患者の意向を踏まえ、住み慣れた家庭や地域での

療養を選択できるよう、在宅医療の充実を図るこ

とが求められている。その中で、がん治療を継続

する患者の退院時の調整および療養支援の体制整

備、在宅で療養するがん患者の疼痛緩和及び看取

りまでを含めた終末期ケアの体制整備が推進され

ている1)。

このような現状に鑑み、高知県立大学では、在

宅移行支援の必要ながん患者や在宅看取りを希望

する家族に対する看護ケアの充実を目指し、中

国・四国高度がんプロ養成基盤プログラムのもと、

平成24年度より「質の高い在宅がん看護実践を創

造していく看護師養成プログラム」による在宅が

ん看護の教育コースを開講している。本コース

は、高知県の在宅医療に携わる多職種と協働して

講義-演習-実習をつなげた15日間の現任教育プロ

グラムであり、「患者・家族の意思決定支援や看取

り支援など、様々な場面において、多職種チーム

のコーディネーターとして機能し、在宅移行や在

宅看取りを支援できる専門性の高い看護師を養成

すること」を目的としている。

がん看護の質向上に向けた教育について、在宅

看護に関連した研修では、院内看護師を対象に在

宅医療勉強会や開業医・多職種を対象に在宅医療

研修が行われており、目標到達度や能力の変化か

ら評価を得ているもの2) 3)、看取りのケアに対す

る自信・意欲、実践、困難感、知識から訪問看護師

のスキルや実践を評価しプログラム評価を得てい

るもの4)が報告されている。また、看護師を対象

とした緩和ケア教育について、看護実践への活用、

自己の姿勢・態度の変容、看護実践への活用や自己

の姿勢・態度の変容に関する理由、スキルアップ、

施設・地域での役割から研修の教育効果を評価し

ているもの5)、研修内容の理解度と学びから研修

評価を行っているもの6)などが報告されている。

研修評価について、Kirkpatrick’s four levelsは、

Level１. 学習者の反応（満足度）、Level２. 態度・

知識・技術の習得度、Level３. 行動変容度、

Level４. 組織や患者への成果のステップで進め

ることを推奨している7)。これまで、「質の高い在

宅がん看護実践を創造していく看護師養成プログ

ラム」は、単年ごとに研修終了時に調査を行い、

Level２. 態度・知識・技術の習得度について短期

評価を重ねてきたが、修了生が各施設で、本研修

で学んだことを実践の場でどのように活用し実践

しているか、長期的な教育効果は明らかにしてい

ない。そこで、本研修の今後の方向性を検討する

ために、研修後の長期的な教育効果として、知識

や技術の活用およびLeve３. 行動変容度に焦点

をあて、評価を行う必要があると考えた。

Ⅱ．研究目的
本研究は、平成24年度から平成26年度までの過
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increased motivation for learning and bringing about behavioral changes. In addition, the knowledge and

skills acquired during the training are being disseminated among staff members in the current trainee

department as well as across many professions. The study suggests that in order to improve home

nursing care for cancer, it is necessary to support the development of the fundamental ability that

becomes the basis for coordination role, to provide continuous support for learning nursing ethics and

coordination functions that can be used in practice, to facilitate networking among the trainees, and to

help them acquire specialized knowledge and skills that would support dealing with difficult situations.

Key words: Home cancer nursing care, Human resources development，Long-term effects of education



去３年間の「質の高い在宅がん看護実践を創造し

ていく看護師養成プログラム」の修了生が、研修

終了後に修得した内容を実践の場でどのように活

用しているかを明らかにし、長期的な教育効果を

評価する。すなわち、本研究では研修プログラム

の短期評価だけでなく、研修や研修成果が地域社

会にどのように波及しているのかを評価する。こ

れらを通して今後の在宅がん看護の質向上のため

の教育支援の示唆を得る。

Ⅲ．研究方法
１．研究デザイン
実態調査

２．調査期間
平成28年２月～平成28年３月

３．対象者
平成24年度から平成26年度「質の高い在宅がん

看護実践を創造していく看護師養成プログラム」修

了生27名のうち、研究協力への同意が得られた者。

４．調査項目
質問紙は、①看護実践における研修で得た学び

の活用状況、②在宅がん看護における実践力の変

化、③自己研鑚やスキルアップなど在宅がん看護

に取り組む姿勢の変化、④看護実践における新た

な取り組み状況、⑤在宅がん看護を実践する上で

感じる困難と困難への取り組み、⑥在宅がん看護

を実践する上で希望する教育支援や取り組み、お

よび修了生の属性から構成した。

①看護実践における研修で得た学びの活用状況

は、20の研修項目ごとに習得できる知識・技術を

提示し、現在の在宅がん看護の実践において活用

しているものすべてについて選択方式とした。

②在宅がん看護における実践力の変化は、６つ

の研修目標における在宅がん看護の実践力がどの

ように変化したか、「看護実践力は向上した」「看

護実践力に変化はみられない」「看護実践力は低

下した」の３つの選択肢を設定し、選択理由を自

由記載とした。「看護実践力は向上した」と回答

した方に本研修全体を通してどのようなことが実

践力向上に役立ったのか、自由記載とした。また、

研修目的以外での自身の看護実践力の変化につい

て、「変化がみられたと感じられる」「変化がみら

れたと感じられない」の２つの選択肢を設定し、

「変化がみられたと感じられる」と回答した方に

どのような変化があったのか、自由記載とした。

③自己研鑚やスキルアップなど在宅がん看護に

取り組む姿勢の変化は、「変化がみられた」と「変

化はみられない」の２つの選択肢を設定し、「変化

がみられた」と回答した方にどのような変化が

あったのか、自由記載とした。

④看護実践における新たな取り組み状況は、研

修修了後からの在宅がん看護の実践活動につい

て、「新たな取り組みを行った（行っている）」「新

たな取り組みは行っていない」の２つの選択肢を

設定し、「新たな取り組みを行った（行っている）」

と回答した方にどのような取り組みを行ったのか

自由記載とした。

⑤在宅がん看護を実践する上で感じる困難と困

難への取り組みは、「困難に感じることがある」「困

難に感じることはない」の２つの選択肢を設定し、

「困難に感じることがある」と回答した方に困難

に感じること、および困難への取り組みについて

自由記載とした。

⑥在宅がん看護を実践する上で希望する教育支

援や取り組みは、自由記載とした。

５．データ収集方法
無記名自記式質問紙を用いて郵送法で行った。

研究の主旨・研究への協力依頼・倫理的配慮につ

いての説明文書とともに質問紙、返信用封筒を郵

送し、回収した。

６．データ分析方法
記述統計を用い、自由記載項目については質的

帰納的に分析を行った。

29｢質の高い在宅がん看護実践を創造していく看護師養成プログラム」研修の長期的教育効果と教育支援の展望－平成24年度から平成26年度の研修生への調査を通して－(庄司・橋本・森本・藤田)



７．倫理的配慮
調査は、高知県立大学研究倫理委員会（看研

15-63）の承認を得て実施した。

文書を用いて、研究の主旨、目的とともに、自

由意思の尊重、プライバシーの保護、心身の負担

と不利益への配慮、研究協力者が受ける利益や看

護上の貢献、研究結果の公表について説明した。

研究協力への同意は、質問紙の回答および返信を

もって得られたものとした。

Ⅳ．結果
９名から回答を得て（回収率30.0%）、有効回答

８名を分析対象とした。対象者の修了年度は、24

年度５名、25年度１名、26年度２名であり、訪問

看護未経験が２名であった。

１．看護実践における研修で得た学びの活用状況
（図１）
対象者は、各々３～20の複数の研修内容を活用

しており、７名が「在宅がん医療と薬理」と「疼

痛緩和」について、６名が「在宅がん患者と栄養」

「在宅がん患者とコミュニケーション」「在宅がん

終末期におけるフィジカルアセスメント」につい

て、活用していた。これらのうち、３つが在宅医

療や看取りに必要な支援の調整と看護実践に関す

る目標であり、２つが在宅がん患者の身体管理に

関する目標であった。

２．在宅がん看護における実践力の変化（表１）
在宅医療や看取りに必要な支援の調整と看護実

践、在宅がん患者の身体管理および在宅チームメ

ンバーと協働した在宅看取り過程への看護実践に

関する３つの目標について、６名が、在宅がん看

護実践力が「向上した」と回答した。しかし、デ

スカンファレンスの場の調整に関する目標で６名

が、退院前カンファレンスの実施とコーディネー

ター機能に関する目標で４名が、「変化はみられ

ない」と回答しており、時間確保の難しさや技術

不足を理由にあげていた。研修目的以外での自身

の看護実践力に変化については、７名が「変化が

みられたと感じられる」と回答し、１名が「変化

がみられたと感じられない」と回答していた。本

研修全体を通して実践力向上に役立った内容につ

いて、「アセスメントの視点の拡がり」、「講義だけ

でなく演習や見学実習により理解が深まり、実践

に役立つ知識や技術が身についた。」「他施設の看

護師との交流、情報交換、関係作り」などの意見

が多くあげられていた。変化がみられたと感じら
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図１．研修で得た知識・技術の活用 （n=8）



れる内容について、在宅がん患者のアセスメント

や実践スキルの向上、状況に応じた判断、根拠に

基づく看護実践、多職種との連携・協働、専門職

としての助言などがあげられていた。

３．自己研鑚やスキルアップなど在宅がん看護に
取り組む姿勢の変化
自己研鑚やスキルアップなど在宅がん看護に取

り組む姿勢について、７名が「変化がみられた」

と回答し、１名が「変化はみられていない」と回

答していた。変化がみられた内容について、研修

や講演会、学会への参加、院内の委員会の出席や

進学等があげられていた。

４．看護実践における新たな取り組み状況
看護実践において「新たな取り組みを行った

（行っている）」と回答した者が４名、「新たな取り

組みは行っていない」と回答した者が４名であっ

た。新たな取り組みとして、所属スタッフとの学

びの共有、学習会やカンファレンスの実施、より

良い看護実践の提案、多職種との連携・討議など

があげられていた。

５．在宅がん看護を実践する上での困難と困難に
対する取り組み（表２）
在宅がん看護を実践する上で、６名が「困難に

感じることがある」と回答し、全員が困難に対し

て何らかの取り組みを行っていた。対象者は、在

宅移行支援や病状説明、精神・心理面への支援、

調整が必要な状況に困難を感じていた。そして、
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表１．在宅がん看護実践力の変化 （n=8）

表２．在宅がん看護を実践する上で感じる困難（n=8）



困難に感じることに対して、キーパーソンとの情

報共有や不安のケアなどの直接的な看護実践だけ

でなく、研修での学びの共有、スタッフへの視点

の投げかけや看護師・チーム間での方向性の統一

などのスタッフへの働きかけ、新たな研修参加や

他の専門職から学ぶなど、自身の知識・技術の習

得に取り組んでいた。

６．在宅がん看護を実践する上で希望する教育支
援や取り組み（表３）
在宅がん看護を実践するうえで、対象者は、ス

ピリチュアルケアやリラクゼーションの技術など

【在宅がん看護の実践スキルの向上】、新規抗がん

剤やオピオイドの【知識を深めるための研修】な

ど、自身の知識や技術の向上を望んでいた。また、

急性期医療機関と訪問看護の【看看連携とネット

ワークづくり】、疼痛コントロールができる医師

や相談しやすい医師、利用者や家族が話しやすい

医師など【協働できる在宅医の存在】、都市部に

サービスが集中しているため、【中山間部での在

宅療養サービスの充実】など、在宅がん患者・家

族にとってよりよい在宅療養支援システムの充実

を希望していた。

Ⅴ．考察
１．研修の長期的教育効果について
修了生は、在宅医療や看取りに必要な支援の調

整と看護実践、在宅がん患者の身体管理の目標に

関する知識・技術を活用しており、１～３年経過

した現在において、これらの目標に関する看護実

践力は向上したと評価していた。そして、看護実

践能力の向上に、講義だけでなく演習や見学実習

の有用性をあげていたことから、修了生は臨床経

験をもとに、講義で学んだ知識や技術を演習と実

習を通して統合し、在宅がん看護の実践に活用可

能な知識・技術として習得することができている

と考えられた。特に、身体症状のマネジメントや

栄養、コミュニケーションなど日常生活援助に必

要な知識・技術が多く活用されていた。研修は、

『日々の看護実践』を通して学習の動機づけとな

り，スキルアップに繋がる5）と報告されており、

修了生は、研修中から日々のがん看護実践に必要

な身体症状のマネジメントや日常生活援助に、習

得した知識・技術を活用することで、看護援助の

必要性や根拠に基づく看護実践の重要性を実感で

き、学習への動機づけが高められたと推察された。

実際に、多くの修了生は研修修了後に、研修や学

会参加などの在宅がん看護に取り組む姿勢が変化

し、学習会やカンファレンスの実施などの新たな

取り組みを行っていた。本研修で習得した知識や

技術が、所属スタッフや多職種まで波及している

ことが伺え、スキルアップにもつながっていた。

これらのことにより、修了生の看護実践力が高め

られたと考えられた。

また、研修目的以外でも、多くの修了生がアセ

スメントや実践スキル、状況に応じた判断、根拠

に基づく看護実践、多職種連携等において看護実

践力に変化を実感していた。これは、修了生が、本

研修で習得した知識・技術を臨床で活用する過程を

通して、自己の役割や課題を明確にして、主体的
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表３．在宅がん看護を実践する上で希望する教育支援や取り組み （n=8）



に取り組みを行った成果であると考えられた。

以上のことから、本研修プログラムは、修了生

の在宅がん看護実践力の向上に寄与し、学習への動

機づけを高め自己研鑚やスキルアップなどの行動

変容をもたらす有用な研修であったと評価できた。

２．在宅がん看護の質向上に向けた教育支援の展望
訪問看護師に必要な在宅緩和ケアの実践能力に

ついて、看護師自身が訪問看護師の役割を理解し

た上で、職種との役割を分担し協働すること、チー

ムで情報・目標を共有していくことが明らかにさ

れている9)。看護師は、チーム医療の中核を担い、

リーダーシップとともに調整力を発揮していくこ

とが必要とされているが、多くの修了生は、時間

確保の難しさや技術不足により、デスカンファレ

ンスの場の調整や退院前カンファレンスの実施、

コーディネーター機能の目標に関する在宅がん看

護実践力において、変化がみらないと評価してい

た。このことから、調整機能においては、修了生

自らが研修で学んだ知識を実践に統合し、在宅医

療チームの中で役割を開発していくことは研修の

みでは困難であると考えられた。チーム医療にお

ける看護師の調整能力として「情報をキャッチす

る能力」「人間関係構築能力」「コミュニケーショ

ン能力」「リソース活用能力」「状況の判断能力」「行

動力」「目標設定および軌道修正能力」「交渉力」が

明らかにされており10)、調整役割の基盤となるこ

れらの能力を育む教育支援の必要性が示唆された。

訪問看護師は、終末期において苦痛緩和の困難

や他機関との連携、訪問看護マネジメント上の困

難を抱えていること11)や、進行・再発治療期にお

いて倫理的問題に関する困難を抱えているこ

と12)が報告されており、このような困難に直面し

た訪問看護師は、看護を実践するうえで倫理的な

ジレンマが生じやすいと考えられる。本調査にお

いても、同じような困難が報告されていたが、半

数以上の修了生は、看護倫理に関する知識・技術

を活用できていない現状が明らかになった。修了

生は、このような場面に直面した際に、習得した

知識をいかに実践に取り入れ、患者・家族・多職

種にどのように働きかけるのか、具体的な対応方

法とともに調整役割も求められる。看護倫理につ

いては研修により倫理的感受性は高められたが看

護実践には至らないこと13)が報告されている。

研修生の中には今回初めて看護倫理について学ぶ

者も少なくなかった。このことから、研修期間中

に実践に活用できるスキルとして習得することに

は限界があると推察できる。そのため、看護倫理

や調整機能については、実際の困難例をもとに事

例展開をするなど、より実践に即した継続的な学

習支援が必要であると示唆された。

このような中でも、多くの修了生は、在宅がん

看護の実践における困難に対して、看護師間・チー

ム間での調整役割や知識・技術の習得などにより

対処していた。また、修了生相互の情報交換や関

係性が実践力向上に有用であったと評価していた

ことから、修了生のネットワークを活用し、困難

な状況に対処しながら自己の課題に取り組んでい

る現状が伺えた。このことから、フォローアップ

研修などを通じて修了生相互のネットワークを育

む機会も重要になると考えられた。さらに、修了

生は、在宅がん看護を実践する上で、知識や技術

を向上させる教育支援や在宅療養支援システムの

充実への取り組みを希望していた。このことか

ら、修了生の看護実践上の困難感に着目し、困難

への対処を支える知識や技術の習得に向けて支援

していく必要性が示唆された。

３．本研究の限界と課題
本研究は、「質の高い在宅がん看護実践を創造

していく看護師養成プログラム」の過去３年間の

修了生27名を対象に長期的な教育効果を明らかに

することに取り組んだが、回収率30％の調査結果

であり、評価においては限界がある。しかし、在

宅がん看護の質向上に向けて、今後、在宅がん看

護実践を担う看護師の教育支援内容を具体化し、

支援方法を検討していく必要性が見出せた。

33｢質の高い在宅がん看護実践を創造していく看護師養成プログラム」研修の長期的教育効果と教育支援の展望－平成24年度から平成26年度の研修生への調査を通して－(庄司・橋本・森本・藤田)



Ⅵ．結論
・本研修プログラムの長期的な教育効果につい

て、修了生のがん看護実践力の向上に寄与し、

学習への動機づけを高め行動変容をもたらして

いること、および本研修で習得した知識や技術

が、修了生により所属スタッフや多職種まで波

及していることが明らかになった。

・在宅がん看護の質向上に向けて、調整役割の基

盤となる能力の養成、看護倫理や調整機能につ

いて実践に即した継続的な学習支援、修了生相

互のネットワークづくり、および困難感への対

処を支える専門的な知識・技術の習得に関する

教育支援が必要であることが示唆された。
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